
岩国地区防災協会岩国地区防災協会 第81号 令和8年3月1日（1）（4）第81号 令和8年3月1日

岩国地区防災協会
発行所／岩国地区防災協会
 （事務局　岩国地区消防組合消防本部内）

TEL（0827）93－3310
印刷所／山陽印刷株式会社

TEL（0827）22－3330

【講習日】６月23日（火）

　　　　　　9時から16時まで

【 会 場 】いわくに消防防災センター

　　　　　　　　　　　　２階 講堂

【 受 付 】5月25日（月）～6月10日（水）

春季全国火災予防運動

◎危険物取扱者保安講習（予定）

◎消防設備士試験

◎危険物取扱者試験（山口県内）

当協会は、岩国地区内の危険物関係施設及びガス関係

施設、一般事業者を対象に、会員相互の連絡と親睦を

図り、各種災害の未然防止等を目的とする団体です。

　会報・講習会・各種行事等、メールでのご案内も

実施していきたいと思います。代表メールアドレス

を当協会のe-mailアドレス宛にご連絡ください。

　会員の皆様のご協力をよろしく

お願いいたします。

岩国地区防災協会の啓発活動の一環として、岩国地区消防組合と共催し、高水高校
書道部による書道パフォーマンスを通じて火災予防を呼びかけました。

１０月１９日（月）・２０日（火）
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　10月31日(金)、先進地視察研修のお声かけを頂き、自身の刺激になると考え初めて参加しました。日頃交流のな

い方々と行動を共にすることもあり、やや緊張しながらの参加となりました。

　バスへ乗り込み一路呉市へ、中国木材株式会社様への訪問は午後からということで、午前中は艦船めぐりを体験

し、間近で最新鋭もがみ型護衛艦及びそうりゅう型潜水艦等を見ながらガイドより自衛隊艦船の役割について説明

を受けました。国防に加え、災害時の対応や人命救助など、重要な役割を担っていることを改めて認識しました。

　また、呉市の歴史の一つ戦艦大和についても触れられ、極秘裏に建造されたことや、当時のドックの構造につい

て説明を聞きました。巨大な戦艦を建造するために必要だった技術や設備の規模を知り、さらに自衛隊が保有する

どの艦艇よりも大きい戦艦を当時建造していたのかと思うと、当時から続く日本の造船技術の高さと、建造に関

わった方たちの偉大さを感じました。

　その後昼食を済ませ、午後は目的地である中国木材株式会社様を訪問。

　SDGｓ及び鹿島工場火災後の防災対策の説明とバイオマス発電設備の見学をさせて頂きま

した。中国木材株式会社では、国産材の活用と再造林推進により森林資源の循環利用、物流

コスト低減（モーダルシフトなど）、製材過程で発生する残材及び山放置された未使用材を

燃料としたバイオマス発電設備を導入し、自社からのCO2排出量を上回る削減効果を実現し

ており、環境負荷低減に大きく貢献していることが印象的でした。実際に現場で稼働してい

る発電設備を見学し、循環型事業によるCO2削減に貢献し、持続可能な社会に向けた企業努力を知ることができま

した。

　続いて防災対策について説明頂きました。鹿島工場での火災に触れ、原因が製材加工時に発生する大量の樹皮及

びオガ粉に設備異常（発熱）が着火源となり火災発生したことから、サーモグラフィカメラによる温度監視システ

ムを導入されていました。労働人口の減少に伴いDX推進による設備の自動化及び少人化を進める必要があり、人の

目による監視が難しくなりつつある現代において企業として一歩進んでいると思いました。私の知る限り、温度監

視システムを導入している企業はまだ少なく、先進的な取り組みであると感じました。また、火災時の反省の一つ

として「法をまもりながらもコストダウンを優先してしまい、消火活動に支障がでてしまった」と話されていまし

た。自身の業務と通ずるものがあり、考えさせられる言葉でした。コスト重視の意思決定が重大なリスクにつなが

る可能性があること、法令遵守は当然ながら、それだけでは不十分であり、企業としてリスク低減を最優先に考え、

安全とコストのバランスを適切に取ることが重要な課題であると感じました。循環型事業による地球環境保全や地

域社会への貢献について考える良い機会となり、大変有意義な視察研修となりました。

  最後に日帰りという過密スケジュールの中、視察研修のためにご尽力頂きました協会事務局並びに関係者の皆様に

心より感謝申し上げます。

　岩国地区消防組合管内では、令和７年１月

から12月までの一年間に62件の火災が発生

しました。大切な命や財産を守るため、日頃

から火の取扱いには十分注意しましょう。

岩国大竹工場
三井化学株式会社
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